
 
宮 崎 県 に お け る 口 蹄 疫 発 生 情 報  

 
 

発 生 状 況                                                                                                       4月 25日 現 在  
 

N o   区 分  発 生 場 所   発 生 月 日   農 場 概 要                            経         緯  

1  患 畜   都 農 町   4月 2 3日  繁 殖 牛 飼 養  
農 家  
( 1 6頭 飼 養 ）  

4月 9日  

診療獣医師が飼養牛の１頭の口腔内にびらんを認め家保へ病性鑑定依頼。  

家保が立入調査を実施したが、同居牛に異常がなかったため、経過観察措 置 。  

4月 1 6日  

同居牛１頭に発熱、食欲減退、口腔内にびらんを確認。他の１頭に流涎を  確 認 。  

4月 1 7日  

家 保 が 立 入 調 査 。 1 6日 に 流 涎 が 確 認 さ れ た 牛 の 舌 に び ら ん を 確 認 。  

4月 1 9日  

家 保 の 立 入 調 査 で 新 た に 発 症 牛 １ 頭 を 確 認 。 症 状 が 確 認 さ れ た 4頭 か ら 検  査 材 料 を
採取し、動物衛生研究所（動衛研）へ送付。なお、イバラギ病等 の 疾 病 に つ い て は 、陰
性 が 確 認 。  

4月 2 0日  

動 衛 研 に お い て 、す で に 病 変 が 治 癒 し て い た 1頭 を 除 き 、 3頭 の 検 体 に つ  い て 、 P C R
検 査 実 施 。  

3頭 全 て が 陽 性 。  

3頭 及 び 同 居 牛 1 3頭 を 疑 似 患 畜 と  判 断 。  

4月 2 3日  

動 衛 研 に お け る 抗 原 検 出 検 査 （ E L I SA） の 結 果 、 口 蹄 疫 （ O型 ） の 患 畜 と 確 定 。  

2   疑 似  
 患 畜  

 川 南 町  4月 2 1日  乳 ・ 肉 複 合  
経営農家（ 65  
頭  

4月 2 1日  

動 衛 研 に お け る 検 査 材 料 の P C R検 査 で 陽 性 を 確 認 し 疑 似 患 畜 と 判 断 。  

1例 目 農 場 か ら 約 3 kmに 所 在 。  

3   疑 似  
 患 畜  

 川 南 町  4月 2 1日  肉 用 牛 肥 育  
農 場  
（118頭飼養）  

4月 2 1日  

4月 2 0日 診 療 獣 医 師 が 異 常 牛 を 通 報 。  

同 日 採 取 し た 検 査 材 料 を 動 衛 研 へ 送 付 。  

動 衛 研 に お け る P C R検 査 の 結 果 、 陽 性 が 確 認 が さ れ 、 疑 似 患 畜 と 判 断 。  

2例 目 農 場 か ら 約 4 00mに 所 在 。  



4   疑 似  
 患 畜  

 川 南 町  4月 2 2日  肉 用 牛 繁 殖  
 農 場  
（ 65頭飼養）  

4月 2 1日  

飼 養 牛 に 舌 部 の 潰 瘍 等 の 臨 床 症 状 が 確 認 。 宮 崎 県 が 立 入 調 査 。  

検 体 を 動 衛 研 に 送 付 。  
4月 2 2日  

P C R検 査 で 陽 性 を 確 認 し 疑 似 患 畜 と 判 断 。  
２ 例 目 農 場 か ら 約 2 00 mに 所 在 。  

5   疑 似  
 患 畜  

 川 南 町  4月 2 3日  肉 用 牛 一 貫  
経 営 7 5頭 飼  
養  

4月 2 2日  

朝 、 畜 主 が 飼 養 牛 の 発 熱 を 確 認 し 通 報 。 県 が 立 入 調 査 実 施 。  

流 涎 等 を 確 認 し 材 料 採 取 。 動 衛 研 の P C R検 査 の 結 果 、 陽 性 を 確 認 。  

疑 似 患 畜 と 判 断 。 4例 目 農 場 か ら 1 0 0 mに 所 在 。  

6   疑 似  
 患 畜  

 都 農 町  4月 2 3日  水 牛 ・ 豚 飼  
養 4 4頭  
（ 水 牛 4 2）  
（   豚 2）  

4月 2 2日  

県 が 立 入 検 査 。  

異 常 は な か っ た が 、 １ 例 目 と 疫 学 関 連 農 場 で あ る ことを踏まえ、材料採取。  

過去に採取していた材料とあわせ動衛 研 へ 送 付 。  

P C R検 査 の 結 果 3月 31日 採 取 材 料 で 陽 性 確 認 。  

疑 似 患 畜 と 判 断 。  

１ 例 目 と 飼 料 会 社 が 共 通 。  

7   疑 似  
 患 畜  

 川 南 町  4月 2 5日  肉 用 牛 肥 育  
農 場  
（ 黒 毛 和 腫  
7 2 5頭 飼 養 ）  

4月 2 4日  

農 場 専 属 獣 医 師 が 口 蹄 疫 様 症 状 を 認 め 、 県 に 通 報 。  

同 日 、 県 は 検 査 材 料 を 動 衛 研 へ 送 付 。  

4月 2 5日  

P C R検 査 で 陽 性 を 確 認 。  

疑 似 患 畜 と 判 断 。  

１ 例 目 か ら 3 . 4 km、 ２ 例 目 か ら 約 1 0 0 mに 所 在 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



特 記 事 項  
  
 ○ 4月 2 5日 、 7例 目 （ 疑 似 患 畜 ） が 確 認 さ れ た 。  
 ○ １ 例 目 は 、 4月 23日 、 口 蹄 疫 （ O型 ） の 患 畜 と 確 定 さ れ た 。   
  ○ 宮 崎 県 は 、 今 後 、 他 県 に 家 畜 防 疫 員 の 派 遣 を 要 請 。  
  ○ １ 例 目 に 対 応 し た 獣 医 師 か ら の 情 報 提 供  
    診 療 経 過 状 況  
 
  ・ 往 診 依 頼 ： 前 日 の 夕 方 か ら 流 涎 、 食 欲 廃 絶 。  

畜 主 が 翌 朝 体 温 を 測 る と 4 0 . 3℃ 、 流 涎 、 食 欲 廃 絶 が 認 め ら れ た の で 農 家 が 往 信 依 頼 （ ８ 時 ）  
 
  ・ 初   診 ： 流 涎 、 食 欲 廃 絶 の 症 状 以 外 な く 口 腔 内 の 異 常 は が 認 め ら れ な か っ た 。  

往 診 時 刻 （ 1 1時 頃 ） 。  
な お 、 初 診 時 に は 軽 度 の 発 熱 （ 3 9 . 3℃ ） が 認 め ら れ た が 、 半 日 後 に は 消 失 。  
初 診 時 に は 流 涎 と 食 欲 不 振 だ け し か 認 め な い 可 能 性 あ り 。  

 
・ 診 療 ３ 日 目 ： 上 唇 基 部 に 直 径 3 mm大 の 潰 瘍 を １ カ 所 認 め 、  

同 時 に す ぐ 横 の 直 径 3 m m大 の 丘 疹 部 （ 水 疱 で は な い ） を 手 で こ す る と 、 脱 落 し 潰 瘍 を 形 成 し た 。  
ま た 、 舌 先 端 に 2 c m× 3 m m程 度 の 表 皮 の 脱 落 と 中 央 部 に 退 色 が 認 め ら れ た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 栃 木 県 の 対 応  
 
  ○ 県 内 で 飼 養 さ れ る 偶 蹄 類 （ 牛 、 豚 、 め ん ・ 山 羊 等 ） 家 畜 の 異 常 の 有 無 に つ い て 全 飼 養 舎 か ら 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し た が 、  

異 常 は な か っ た 。  
  ○ 家 畜 の 健 康 観 察 や 畜 舎 消 毒 等 の 防 疫 対 策 を 飼 養 者 に 徹 底 し た 。  
  ○ 宮 崎 県 知 事 か ら の 要 請 を 受 け 、 家 畜 防 疫 員 ２ 名 （ 県 職 員 ） を 派 遣 し た 。  
 
 
 

※ 詳 し い 情 報 は 下 記 の 農 林 水 産 省 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い  
 
h t t p : / / w w w . ma f f . g o . jp / j / s y o u a n / d o u e i / ka t i ku _ y o b o / k_ f md / i n d e x . h t ml  

 
 


